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1．課題と方法
ワイン生産は，特殊な場合を除き一般に優れて農

業的といえる．そして，特に日本においては，産業
としての農業が持続可能となる必要条件として「農
地を中心とした農業生産資源を健全な状態で次世代
へつなぐ」ことが社会的に要請される．他方，それ
を担うのは個別の農業経営体であり，それぞれの農
業経営体は社会的要請とは関係なく，独自の経営目
標に沿って経営を営んでいる．この社会的要請と個
別の農業経営体の目標とが整合的であることが，わ
が国において農業を持続可能ならしめる十分条件と
なる．しかし，近年，わが国における遊休農地や耕
作放棄地等の増大は，十分条件としてのこの要請か

ら大きく外れつつあり，多くのブドウ産地において
も同様な状況といえる．

そこで，ツーリズム事業の展開を通じてブドウ・
ワイン産地の再生・再編に挑戦し，一定の成果を上
げてきている先進的事例に着目し，その条件と展開
メカニズムとを実証的に明らかにする．また，ツー
リズム事業がこの条件とメカニズムとを通して，地
域の農業生産資源の保全・継承に果たす役割と可能
性について，整理することを課題とする．

その際，具体的にわが国におけるこの種先進事例
として大阪府柏原市地域のブドウ・ワイン産地で展
開されているツーリズムにかかる諸事業の事例（カ
タシモワインフード株式会社と関西ワイナリー協

【2020年日本ブドウ・ワイン学会 論文賞 受賞講演】
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会）に焦点を当て，既存の産地論をふまえたうえで，
ブドウ・ワイン産地の再生・再編の原動力を，個別農
業経営体の経営行動，生産者組織・ネットワーク・
地域関連主体の役割，行政や公的機関の支援，消費
者の得る効用と消費者からのフィードバックといっ
た側面に分けて考察し，課題に接近する．

2．先進事例からの検討
事例とするカタシモワインフード株式会社（以下，

カタシモワイナリー）は，当地域のブドウやワイン
の販売難の中，原料ブドウ1 kgの価値を上げるため
の技術革新を図る一方で，積極的な広報活動を行い
ながら，わが国では緒に就いたばかりのツーリズム
の展開に力を注いできた．そのような努力を続ける
中で，地域関係者の多くがワインの販売のために地
域外に目を向けている中で，地域を訪問する多様な
消費者が当該地域のツーリズム・テロワール資源に
注視するようになった．その結果，大手の新聞社，大
阪の飲食店組合青年部と酒屋チーム，地元スーパー
のスタッフ，美容師，料理人等の地域や大阪の多様
な有志メンバーにより，放棄されたブドウ畑の再生
に取り組むグループが設立されてきた．

そして，これら半ば素人集団によるブドウ園の栽
培管理をカタシモワイナリーが裏方として支援し，
これらグループが生産したブドウをカタシモワイナ
リーがカスタムクラッシュ事業として受け，それぞ
れ独自のワイン製造が実現してきている．中には，
自らワイナリーを設立した有志も存在する．また，
このような展開が進む中，大阪ワイナリー協会が設
立され，この協会の事務局が中心となってワイン祭
り等のさらに規模の大きなツーリズム事業が企画さ
れ多くの消費者が参加し，その数が年々増加してき
ている．

3．有志メンバーに対するアンケート結果
3-1．アンケートの概要

アンケート調査票は，2017年3月に作成し，4月か
ら7月にかけて作業ボランティアに参加した有志メ
ンバーに配布した．有効回答数は83あり，男性39，
女性44名である．回収した調査票の回答は，欠損値
の処理などを行った上で，IBM・SPSS（統計分析ソ
フトウエア）形式データに変換し，分析に供した．

3-2．�「ワイン・自然感興型」と「継続参加型」の	
ボランティアの存在

カタシモワイナリーでは，1990年よりツーリズム
の一環としてワイナリー訪問者へのブドウ園の開放
を行ってきた．その後，2003年よりレストランや酒
販店と連携し耕作放棄地の再生事業に取り組んでき
た．その後，連携先はワインショップや放送局など
他分野に拡大し，現在約10のグループと連携してい
る．

その全10グループに属するボランティア参加者
へのアンケート結果より，以下の点が明らかとなっ
た．まず，第1に現在参加しているボランティアは
大きく2つのタイプに分類される．1つの目のタイ
プが酒販店の取引先やその顧客であり，2つ目のタ
イプがレストラン・美容院などのサービス業の経営
者とその家族・従業員である．

この1つ目のタイプに属するボランティアは全体
の56％を占め，その74.3％が今年初めてかつ年に一
度だけの参加である．図1に示すように，この「ワ
イン・自然感興型」の参加動機は「大阪のワインへ
の興味」「カタシモワイナリーとの交流」を動機とす
るグループと，「自然での作業」を動機とするグルー
プの2つの動機が存在している．そのため，本稿で
は前者のタイプのボランティアを，「ワイン・自然感
興型」ボランティアと捉えることとする．

一方，2つ目のタイプはレストラン・美容院などの
サービス業の経営者とその家族・従業員である．こ
のタイプに属するボランティアは全体の44％を占
め，その66.7％が3年以上ボランティアに参加して
おり，参加回数も平均3.4回である．このタイプの参
加動機は「上司や友人の誘い」を動機とするグルー
プと，「大阪のワイン・ブドウへの興味」「自然での
作業」を動機とするグループの2つの動機が存在し
ている．そのため，後者のタイプのボランティアを，

「継続参加型」と捉えることとする．
カタシモワイナリーがツーリズム事業として取り

組んできたブドウ畑見学を，酒販店と連携し，より
発展させる形で見学だけでなく管理・収穫作業を加
えてきたことが，カタシモワイナリーのツーリズム
事業への継続的な新規参加者の獲得につながってい
る．また，わが国の中小規模ワイナリーの立地する
地域は「新興国」，「伝統国」と比較して，ワイン産地



－21－

ツーリズムによる農業生産資源の維持

としての認知度が低く，ブドウやワインと関連付け
られる風景・景観，食文化等の地域資源が形成され
ていない事が多い．そのため，「大阪のワイン」「ワ
イナリースタッフとの交流」がボランティア参加者
全員の参加のきっかけとなっており，ワイナリーが
存立し続けることで，地域との連携を進め，地元産
農産物とワインのコラボレーションのように，ワイ
ンツーリズムに利活用可能な資源を開発することも
必要である．

3-3．�作業ボランティアが発見する価値とその持続性
アンケート結果から，「ワイン・自然感興型」が行

う作業の中心は，剪定作業や圃場の管理作業が大部
分を占める（83.5％）のに対し，「継続参加型」が行
う作業は植付け・管理・収穫・ワイン醸造などの広
範な作業に及んでいることが明らかとなった．しか
しながら，今後ほかのワイナリーでも同じような活
動があれば参加すると回答している割合は96.2％に
も達しており，「ワイン・自然感興型」と「継続参

図1　ボランティアのタイプ別の参加動機
注：上位2つの参加動機について，複数回答可としている．
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加型」の双方とも参加者の満足度は高いと推察され
る．

次に，図2に示すように作業ボランティアにかか
わる報酬についても，参加回数やタイプによらず
68.7％の参加者が報酬を「全く必要ない」「あまり必
要ない」と回答している．また，今後行いたい作業
に関しては，ブドウの収穫（59.3％）とワイン醸造

（54.6％）に次いで，イベントの開催（48.4％）が続
いており，ボランティア参加者が作業を通じて，新
たな参加者の勧誘や新たな新規イベントの創出の動
機づけが行われていると考えられる．

3-4．「ワイン・自然感興型」ボランティアの展開
大阪府は2013年時点において全国7位のブドウ栽

培面積416 haを有し，特にデラウエアーは全国3位
の栽培面積を誇り，全国に出荷されている．しかし，
農業者の高齢化による担い手不足と農産物価格の低
迷などの要因が重なり，2007年から2016年までに約
15%栽培面積が減少している．カタシモワイナリー
でのボランティア活動は，当初は体験圃場での活動
が中心であったが，徐々に範囲を拡げ，耕作放棄地
となっている元ブドウ園の再生にも力を発揮してい
る．「自らが栽培したブドウで醸造するワインを飲
むのが楽しく，ボランティアを続けている」という

「継続参加型」のボランティアが半数を占める一方，
1回限りで初めての参加のボランティアが半数を占
めており，ボランティアの再生産が常に行われてい

ることは評価すべき点である．
カタシモワイナリーの「ワイン・自然感興型」ボラ

ンティアが継続している要因として，ボランティア
が報酬以上の価値を，ボランティア自身が作業に見
出していることが最も大きい．ボランティアとして
ブドウ畑での作業や周辺の散策を行う中で，ワイナ
リーの資源と地域資源とを組み合わせた観光ツアー
の提案や，ブドウ畑でのBBQの開催などボランティ
アが自身の職種を生かした新たな活動の場を見出し
ていることが，15年にも及ぶ耕作放棄地再生事業の
継続性に繋がっているといえる．

一般的に，ワインツーリズムの方向性として，2

つの方向性が考えられる．第1の方向は地域資源と
の関連でツーリズム事業を展開する方向である．地
域内に存在する歴史資源や文化資源を利活用し，ワ
イナリーを核として「ワイン産地」としての地域を
アピールする方向である．第2の方向性は，ワイナ
リー資源を利用して，ワイン消費者へワイン文化や
ワイナリーをアピールする，ワインアトラクション
としての方向性である．カタシモワイナリーの場
合，「大阪河内」というワイン産地に存在する多様
な資源を基に前者のワインツーリズムを行ってきた
が，近年後者の方向性も組み合わせた複合型ワイン
ツーリズムを実践しており，その実践のためにも食
や自然に興味・関心が深い「ワイン・自然感興型」
ボランティアの確保を継続することは経営面からも
必要不可欠である．

図2　作業ボランティアの参加回数と報酬
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3-5．「継続参加型」ボランティアの継続要因と課題
図3は「継続参加型」ボランティアの当初の参加

動機と継続要因について，その変容を示したもので
ある．継続的に参加しているボランティアの当初の
参加動機は，先に示した通り「上司の誘いなどの人
間関係」「大阪のブドウ・ワインへの興味」「自然で

の作業の興味」の3パターンがある．第1に，「上司
の誘いなどの人間関係」でボランティアに参加した
ものは，作業を通じて次第にブドウ栽培やワイン醸
造に興味を持つとともに，他の組織のメンバーと交
流できることが継続要因となっている．このことか
ら，カタシモワイナリーが行う様々なボランティア

図3　ボランティアへの参加動機の変容
注：図中の矢印は変容の主要なルートを示している．
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同士がブドウ棚の下で昼食をともにするなどの取り
組みは，今後もボランティア確保の上で重要となる
と考えられる．

第2に，「大阪のブドウ・ワインへの興味」からボ
ランティアに参加したものは，ブドウの栽培技術を
学べることに加え，地域農業の維持に貢献できてい
ることが継続要因となっている．このことは，カタ
シモワイナリーが作業時に行うブドウ栽培の現状に
対する説明が参加者の共感を得ていることを示して
いる．一方，現在は圃場で常にボランティアと作業
をするスタッフがいないことがアンケートで指摘さ
れており，今後はボランティア内部に技術指導を行
うリーダーを育成するなどの仕組みづくりが課題と
してあげられる．

第3に，「自然での作業の興味」でボランティアに
参加したものは，ブドウの栽培技術を向上できるこ
とに加え，他の組織のメンバーと交流できることが
継続要因となっている．特に，普段からアウトドア
活動に親しむ人にとって，自らが管理作業を行った
圃場・樹体と，管理作業を実施していない圃場・樹
体との比較を視覚的に体感できることは，自らの行
動の達成感を得る格好の機会となっており，地域農
業の維持に貢献しているという点も更なる達成感の
獲得につながっている．一方，このグループの属性
は30代が多く，小さな子どもと一緒では活動に参
加しにくいという指摘もあり，参加しているボラン
ティアの子ども同士が参加できるイベント・作業の
実施や，施設の整備が課題としてあげられる．

4．学術的含意
事例で展開されている各事業は，カタシモワイナ

リーの支援の下，その多くは有志組織が中心となっ
て運営されてきている．しかし，これら事業の永続
性に関しては，まだ緒についたところと言え今後の
展開に注視していく必要がある．特に，各任意組織・
事業体に関する統治と経営についてはその変遷も含
め今後の検討課題となろう．その上で，現時点での
考察を踏まえれば，各事業の担い手が当初のワイン
ツーリズムへの参加を契機に，地域に存在するある
種の「価値」を認識し，その「価値」のさらなる形
成と可能性の追及を目指して事業化に進んだといえ
る．これは消費者側からの地域へのフィードバック
として捉えることができよう．

そこには，下段の図4で示したような①「自然の
恵み」（自然的立地要因），②「ブドウ・ワイナリー
経営」，③「ワイナリー協会・その他地域関連主体」，
④「公的機関」，⑤「消費者」の各要素が織りなす産
地再生・再編メカニズムが潜在的に働いているとい
える．そして，その「価値」が純粋にビジネス的な
ものか，組織・会社を含む自己実現的（「余暇」も含
む）なものか，あるいは地域活性化主導的なものか
により，それぞれの事業体の持続可能な条件が相違
すると考えられる．さらに，これらの各事業が新た
なツーリズム資源を生み出す効果も期待でき，さら
なる事業の広がりを可能にするとも考えられる．

図4　ツーリズムによる産地の再生・再編メカニズム
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5．まとめ
ブドウとブドウ畑，そしてワインがある風景を基

盤としたワインツーリズム事業により，ブドウ産地
が都会を含む他地域から多くの関心を集め，それら
の共生・対流の結果としてブドウ畑の再生・再編や
その担い手の育成・確保が多様な形態を持ちつつ果
たされる．そして，その事業の持続と展開の結果と
して地域のブドウ畑を中心とした農業生産資源が次
世代に健全な状態で継承されることにつながるかを
検証することは，わが国において六次産業化が進む
他の農産物産地の活性化と地域の農業生産資源の保
全・継承にも資すると考えられる．
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